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　いわさきちひろと香月泰男は、生涯会

うことはなかったものの、ほぼ同じ時代

を生きた画家でした。本展では、それぞれ

の戦争体験を経て命を見つめ続けた二人

の作品を「母のまなざし・父のまなざし」

「戦争」「小さきものへのまなざし」「家族

への想い」の４つの観点から紹介します。

　香月泰男　父のまなざし

　１９１１年、山口県の三隅町（現・長門市）

に生まれた香月泰男は幼い頃から絵を描

くことが好きな子でした。両親が離別し

たために、医者であった厳しい祖父母に

育てられ、孤独な子ども時代を過ごした

と言います。東京美術学校の油画科を卒

業後、北海道、そして山口の学校で美術

教師として働きながら、絵を描き続けま

す。１９３８年に結婚、翌年長男が産まれる

と、その秋には文展＊で特選を受賞しま

す。画家として、父親として、まさにこ

れからという１９４２年の末、香月に召集令

状が届きました。山口市に配属された

後、当時の満州内陸部（現在の中国内モ

ンゴル自治区）ハイラルに配属されます。

この地で２年間の兵隊生活を余儀なくさ

れた香月は、ほぼ毎日、家族へ絵を描い

たハガキを送ります（図４）。そこには、

３人の子どもを持つ父親のまなざしがあ

りました。

　いわさきちひろ　母のまなざし

　１９５０年に結婚したちひろに、翌年長

男・猛が生まれます。東京の狭い貸間で

画業と育児に苦心する娘を見かねた親の

申し出に、ちひろは幼子を信州に預けま

す。そして、画料が貯まると片道９時間

近くかけて最愛の我が子に会いに行きま

した。当時のスケッチには、いずれも寝

ている猛が描かれていますが、その小さ

な手の先には生命力が満ちています（図

１）。１９５２年に練馬区下石神井に家を建

てて家族が一緒に暮らせるようになり、

ちひろは一人息子を育てながら、絵を描

きました。子どもの成長を肌で感じ、さ

まざまな月齢の赤ちゃんを描き分けられ

たのは母ならではのまなざしでした（図

２）。

戦争

　２人の画家にとって、戦争は転機でし

た。

　香月はハイラルから移動中に敗戦を知

り、旧ソ連の捕虜としてシベリヤに送ら

れます。シベリヤには、戦後日本から約

６０万、ヨーロッパからも数百万人の軍事

捕虜が収容所へ送られ、過酷な状況のも

と、多くが帰らぬ人となりました。香月

は収容所で２年弱を強制労働で過ごした

後、帰国が許されます。シベリヤでの苦

しい体験、仲間の死、描いても描ききれ

ないテーマを香月は生涯背負い、そこか

ら目をそらすことはありませんでした

（図６）。総数５７点におよぶ、シベリヤ・

シリーズと呼ばれる一連の作品で、香月

は厚みのあるマチエールの様式を生み出

しました。

　ちひろは、戦中には軍属として働いて

いた両親の庇護のもとにありました。し

かし、１９４５年、空襲で東京・中野の家を

焼かれ、戦争の恐ろしさを体感します。

約３０年後、ベトナム戦争に心を痛め、病

を押して完成させた『戦火のなかの子ど

もたち』の根底には、ちひろ自身の戦争

体験がありました（図３）。 （松方路子）

●2011年9月16日（金）〜11月30日（水）

＜香月泰男生誕１００年記念＞ ちひろと香月 ―母のまなざし、父のまなざし―

　中国を代表する絵本画家の一人として

活躍する于大武。伝統的な絵画技法を用

いながらも、現代的なデザイン感覚を取

り入れた独自の表現で、中国の古典文学

の世界などを描き出しています。その作

品には、日本でも絶大な人気を誇る中国

の歴史物語「三国志演義」があります。

　本展では、『十万本の矢』（１９９７年出版）

に続く、『空城の計』『七たび 孟  獲 をとら
もう かく

える』の出版を記念し、三国志絵本３部

作を一挙公開します。

三国志絵本

　漢王朝滅亡から晋が天下を統一するま

で、 魏 ・ 呉 ・
ぎ ご

 蜀 が争覇した激動の三国時
しょく

代。中国に実在した英傑たちが、知恵と

力を交えて繰り広げる壮大な物語「三国

志演義」のなかから、三国志絵本では、

知恵者として名を馳せた蜀の軍師・孔明

（諸葛亮）の「戦わずして敵に勝つ」逸

話を描いています。薄くやわらかな中国

の紙（熟宣紙）に工筆画＊１と呼ばれる技法

で細密に描かれた３部作には、各内容に

添った表現の工夫が施されています。

『十万本の矢』―色彩の展開

　呉に同盟を申し込んだ際に突きつけら

れた「十日で十万本の矢を調達せよ」とい

う無理難題を、孔明が鮮やかに解決する

この作品は、美しい色彩の展開が特徴的

です。大量の 藁 人形を乗せた船が川を渡
わら

る情景（図２・３）が何度も登場しますが、

時間とともに移り変わる霧の濃さや光の

様子を、青や 橙 など、場面毎に異なる色彩
だいだい

で描くことで効果的に演出しています。

『空城の計』―心理の対比

　『十万本の矢』から１２年後に描かれたこ

の作品では、構図における“密と疎”“多

と少”の対比や大胆な遠近法によって、

物語の展開のなかで変化していく登場人

物たちの心理を表現しています。

　１５万の兵で押し寄せる魏軍を前に、わ

ずかな兵しか残らない西城の城門に上

り、孔明が心理戦を仕掛ける場面（図４）

では、手前に大きく優雅に琴を弾く孔明

を、遠くに小さく密集して進軍を躊躇す

る魏軍を配置することで、物理的な優位

性に対して心理的な優位性が逆転してい

る状況を浮かび上がらせています。

『七たび孟獲をとらえる』―南方の風俗

　強情で敗北を認めない南蛮の王・孟獲

を、孔明は捕えては解放し、七度目に心

から従わせるという話を描いたこの作品

で、画家は、舞台となった中国南方（雲

南・貴州周辺）の地域性の表現に心を砕

きました。孟獲の妻・ 祝  融 夫人が捕えら
しゅく ゆう

れる場面（図１）では、緑鮮やかな椰子

の葉が孔明を囲み、夫人は羽根飾りなど

の華やかな装身具や美しい装飾が施され

た民族衣装を身に着けています。雲南で

出土した漢の文物など、画家自ら多くの

資料を調査し、南方特有の文化や少数民

族の風俗を丹念に描き出しています。

　近年の中国では、世界的な絵本が数多

く翻訳出版されていますが、自国の絵本

画家が育つための環境はまだ十分に整っ

ているとは言い難い現状もあります。そ

のなかで、２０年以上にわたり、最前線で

創作を続ける于大武。連環画＊２の編集に

携わり、自らも連環画を描くなかで培っ

た伝統技術に加え、日本の編集者との交

流を通して学んだ絵本表現を取り入れて

描き出した、于大武の三国志の世界をお

楽しみください。 （宍倉恵美子）

＊１工筆画：中国画の技法の一つで、輪郭線の上に色彩を載せて描く写実的な技法。

＊２連環画：２０世紀初頭、上海で興ったポケット版の絵物語を指す。１頁毎に罫線で囲んだ絵１コマと、１００字程度の文字を配し、１冊数十～数百頁で構成されたもの。

後援：長野県教育委員会、松川村教育委員会、信濃毎日新聞社、講談社
協力：香月家、香月泰男美術館、山口県立美術館

＊文部省美術展覧会の略称。

＜出版記念展＞ ―三国志はおもしろい！― 中国の絵本画家　 于   大  武 展
ユー ダー ウー

●2011年9月16日（金）〜11月30日（水）

●展示室4

後援：岩波書店・中華人民共和国大使館・日本中国友好協会・長野県教育委員会
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図３　『十万本の矢』より　１９９７年 図５　『空城の計』より　２００９年

図２　『十万本の矢』より　１９９７年 図４　『空城の計』より　２００９年

図３　爆撃機　『戦火のなかの子どもたち』

（岩崎書店）より　１９７３年

図２　水仙のある母子像　１９７２年

図１　『七たび孟獲をとらえる』より　２００９年

図４　軍事郵便はがき（複製）　第４８信

１９４３年６月（香月泰男美術館蔵）

図５　父と子　１９６９年（個人蔵） 図６　涅槃　１９６０年（山口県立美術館蔵）

図１　長男・猛　１９５１年７月５日

いわさきちひろ　母のまなざし

香月泰男　父のまなざし
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　武蔵野美術大学の現役学生と卒業生の

それぞれの企画により、安曇野まつかわ

サマースクールが開催されました。

めぐるぐるぐるおいしい記憶 （7/30開催）

　初日は、学生企画のワークショップで

す。テーマは、松川村の伝統的な行事

食。参加者は、四季のグループに分か

れ、春のやしょうま＊１、お盆のいご＊２な

ど、季節の行事食を工作でつくりまし

た。村のお母さんたちに話を聞いて、そ

の行事食の材料を推測したりしながら、

座卓に見立てた紙の土台に、描いたり、

切ったり、工夫をこらした食卓ができあ

がりました。参加者になじみのないもの

も多く、互いの食卓を訪問し、みな「あ

れは何？こ

れは？」と

興味津々。

地元の農産

物や食文化

を知ることで、自分たちの地域について

興味を持つきっかけとなりました。家族

で食卓を囲み、次の世代に食の記憶を伝

える大切さを感じた１日でした。

１０年記念ワークショップ

松川のよいとこあふれる575（7/31開催）

　２日目は、学生時代にサマースクール

に関わった卒業生による１０年記念のワー

クショップ。「しっとり」「さらさら」と

いったキーワードで色を探したり、音に

耳をすませたり、窓に貼った透明シート

に風景をペンでなぞったりと松川村を五

感で感じる

活動の後、

参加者は感

じたことを

五七五の言

葉で表現します。「たくさんの　みどり

のぶどう　さらさらだ」「ふさふさの　ま

るい木みえた　山がみえた」など、でき

た五七五を最後にカードに仕上げまし

た。参加者は、松川村のよいところをた

くさん見つけることができました。

　来年、１０周年を迎えるサマースクー

ル。松川村、武蔵野美術大学、美術館の

３者のつながりは、少しずつ、しかし、

確かに深まってきました。学生が村の施

設に宿泊させてもらったり、地元の方と

の会話のなかで、松川村ならではの「農

業」「食」等のテーマを思いついたり、

毎年、活動や交流の幅が広がっているこ

とを感じます。夏のワークショップだけ

でなく、来年は大学のオープンキャンパ

スに村からの参加も企画されており、今

後もさまざまな発展の可能性のある活動

です。 （柳川あずさ）

主催　安曇野まつかわサマースクール実行委員会　共催：松川村、武蔵野美術大学芸術文化学科、安曇野ちひろ美術館、安曇野アートライン推進協議会

＊１やしょうま：米粉を材料にした美しい模様が

特徴の食べ物。

＊２いご：いご草という海藻をじっくり煮てとか

し、固めたもの。寒天のような食感。

安曇野まつかわサマースクール　７月３０日（土）、７月３１日（日）

　夏休み期間中、地元・松川中学校の生

徒が、ワークショップのサポートや展示

解説を行う中学生ボランティア。２０１１年

の活動を紹介します。

ちひろの水彩技法体験

　ちひろの水彩技法を体験するワークシ

ョップ。 刷  毛 を使い、画用紙に水をたっ
は け

ぷり含ませて、赤・青・黄色の絵の具を

おくと、色がぱっと広がります。画用紙

を傾けて色を混ぜたり、にじんだ上から

さらに水をかけてぼかしたりと、楽しみ

方は自由自在。「久しぶりに子どもの気

持ちになる」「ちひろさんはすごいね。思

ったより難しい」と熱中しながらも、話

がはずみます。にじみをドライヤーで乾

かしたら、お気に入りの部分を切り取

り、マグネットやカードに。「同じよう

につくっても、一人ひとり違う作品がで

きるのがおもしろい」と、笑顔があふれ

ます。時間のある方は、にじみのオーナ

メントをつくってメッセージを書き、会

場内のツリーにかける共同制作も。ツリ

ーは、「夏の思い出。また来たいな」「東

北がんばれ！」と思い思いのメッセージ

が書かれた、オーナメントでいっぱいに

なりました。

　初めは緊張していた中学生も、すぐ

に、自分の言葉での説明や、臨機応変な

対応をするようになり、頼もしいかぎ

り。活動のやりがいについて、「お客様

の笑顔がうれしい」「将来にも役立つ」

と話します。参加者のアンケートには、

「子どもでも簡単にちひろの世界に近づ

けた」「家でもやってみます」と体験の

感想とともに、「説明が初々しくて、笑顔

も素敵」「中学生ガイドさん、おしゃべり

いっぱいありがとう」と、中学生へのメ

ッセージが寄せられました。

美術館探検ガイド

　当館の見どころを、中学生が紹介する

美術館ツアーは、今年が初めての試みで

す。

　探検隊は、正面玄関を出た、建物の外

からスタート。ちひろ美術館の屋根と背

後の山の角度がぴったり重なるという秘

密が明かされると、「言われなかったら

気がつかない」と参加者も驚いた様子。展

示室での作品解説や、ちひろクイズで会

話を楽しみながら、館内をぐるりと回っ

た最後は、「探検」の名にふさわしく、通常

は公開していない作品搬入室等、美術館

のバックヤードへご案内。約３０分の探検

ツアーは、大きな拍手とともに、あっと

いう間に終了です。最初は原稿を見なが

らだった説明も、回を重ねるにつれ、お

客様の顔を見ながらできるようになった

解説員たち。「お客様から『楽しかったよ』

『よく勉強したね』と言われたのがうれ

しかった」「来年も参加して、多くの人の

笑顔を見たい」と、充実した表情でした。

図書委員による絵本の読み聞かせ

　松川中学校の図書委員が、ちひろや当

館コレクション作家のものを含め魅力的

な絵本の読み聞かせを行います。４年目

を迎え、この活動に参加したくて図書委

員を希望する生徒も多いというほど、定

着してきました。子どもたちには、大型

絵本が人気。目を輝かせ、食い入るよう

に見入ります。聴衆に問いかけ、答えて

もらう参加型の絵本『ねえ、どれがい

い？』では、会話をすることで参加者と

の距離も近づきました。

　候補のなかから、各自が読みたい絵本

を選び、６月から練習を重ねただけあっ

て、「学生さんの読み聞かせは、まっすぐ

入ってくる」「一冊ずつ丁寧に聞かせてく

れて、心が癒される思い」と、お客様に

も好評でした。 （水谷麻意子）

中学生ボランティア　７月２３日（土）〜８月１７日（水） 後援：長野県教育委員会、松川村教育委員会



ちひろを
訪ねる旅○４３ 
１９７３年

新潟・郷津  虫生 海岸
むしゅう

　１９７３年１１月、いわさきちひろは、

「若い人の絵本」に小川未明の『赤

い蝋燭と人魚』を描こうと、黒姫

の山荘に滞在していました。ちひ

ろは若い人たちに読んでほしい文

学に、樋口一葉の『たけくらべ』、

宮沢賢治の『花の童話集』等とと

もにこの物語を選びました。

　上越高田出身の小川未明は、坪

内逍遥門下の文学者で、大正時代

から児童文学の世界で活躍しまし

たが、戦後日本の児童文学運動の

なかでは、観念的でリアリティに

欠けるといった批判の対象にもな

りました。ちひろはそれでも、未

明の持つ視覚的で美しい文章表現

や登場人物の心理描写の魅力を高

く評価し、愛していました。

　黒姫に入ってから５日目、ちひ

ろは何としても冬の日本海を自分

の目で見たいと、病を押して出か

けます。編集者とともに、黒姫か

ら信越線に乗って直江津まで１時

間。さらにタクシーを走らせて、

新潟県の郷津、虫生海岸に立ちま

した。わずか２時間の旅でしたが、

病を抱えたちひろの体には大層堪

えたらしく、到着するとすぐに海

岸にあった古い旅館、前崎館で休

むことになります。ちひろは、そ

こで数時間、いくつかの部屋を

巡っては冬の海を描きました。

　江戸時代から漁業で栄えた虫生

海岸の前崎館は、明治初期の創建。

戦前の絵葉書に往年の様子が残っ

ています。美味しい魚を食べさせ

る割烹として、また、鉱泉を沸か

した湯治場として、東京や群馬か

らもお客さんを迎えました。

　宿の裏の丘に小さな社がありま

す。その佇まいは、ちひろが描い

た絵そのものですが、具合の悪い

ちひろは、その日、結局宿を出る

ことはできず、その社も見ること

なく黒姫に戻っています。一人息

子の松本猛は、後にこの事実に触

れ、「どれほど彼女が日本海の風

土を実感をもって捉えていたか」

改めて知らされたと記しました。

　墨一色で捉えた荒ぶる冬の海は、

いわさきちひろという画家のさら

なる画境を想像させ、あまりにも

早すぎる死の訪れを惜しまずには

いられません。　 （竹迫祐子）

●5 

ひとこと

ふたこと

みこと

6月13日（月）

藤枝市から来ました。私の子ども

（現在４３歳男性）が小学生の頃、

「子どものしあわせ」という冊子

にめぐり合いました。ちひろさん

による表紙絵がとても素敵で、ま

た内容も子育てをするのにどんな

に役立ったことか……。今、思い

出しています。長い間、捨てるこ

とができなくて大切にとってあり

ましたが、大変な豪雨にあい家が

水に浸かりそのときに何もかも失

いました。今日、その「子どもの

しあわせ」に出会い、懐かしくと

てもとてもうれしく思いました。

 ７０歳のおばあさんより

6月14日（火）

仙台市から来ました。震災のあと

はじめての旅です。天気にもめぐ

まれ、緑とさわやかな風で心も癒

されました。一日いても時間があ

っという間に過ぎてしまうので、

不思議です。子どもにもどったよ

うに絵本をたくさん読みました。

7月3日（日）

カレンダーなどでは、ちひろの絵

を拝見していたが、一度訪れたい

と思い、やっと１３名の仲間で川崎

から来ました。生い立ちからの年

表を拝読させて頂き、感動しまし

た。私も年老いた身、残された人

生を皆が戦争のない平和な社会に

身をおけるよう、頑張る所存で

す。勇気をありがとう。 義也

7月27日（水）

安曇野らしい美しい自然のなかに

建つちひろ美術館。やっとちひろ

さんに会えたという思いです。若

くしてガンに命を奪われたちひろ

さんですが、こうして４０年近くた

った今もちひろファンが続々と美

術館に訪れています。ほんとうに

感動しながら、一つ一つの絵の前

で立ち止まりました。

 尾道より来た細谷より

8月12日（金）

絵本水族館、とても楽しめまし

た。実際こんな魚たちが泳いでい

たら……ぜひ、海に潜って確かめ

てみたいです。

8月3日〜8月7日明石ピースフ

ェスタいわさきちひろ複製画展

複製画展を見ることができて、と

ても良かったです。絵本でのやさ

しいタッチの、ほのぼのする絵し

か今まで知る機会がなかったので

すが、一枚一枚を献花のように祈

る気持ちで描いた「見つめる少女」

は、瞳をみつめていると胸が痛く

なるような思いがしました。

〔絵葉書〕虫生海岸

灸前崎館離座敷と遊覧船球

美術館

日記

6月26日（日） 

NHK朝の連続テレビ小説「おひさ

ま」で印象的なそばの花を楽しん

でいただこうと、５月半ばに村の

ボランティアの皆さんが美術館北

側につくってくださったそば畑。

いよいよ花が満開を迎え、真っ白

いそばの花が一面揺れる様子が美

しい。来館者にも好評で、早くも

人気の撮影スポットに。

7月2日（土） 

読売旅行主催の「よみうりウォー

クまつり」が松川村で開催された。

北は新潟から南は大阪まで、約

５００名が参加。汗ばむ陽気のなか、

ちひろのスケッチポイントや「お

ひさま」のロケ地などをめぐる

７.７kmのコースを、約２時間かけ

てウォーキング。途中の農園では

りんごジュースが振舞われ、ゴー

ル地点の安曇野ちひろ公園では松

川響岳太鼓や正調安曇節も披露さ

れた。村ならではのもてなしに、

参加者からは「美味しい空気、水、

緑のなかを歩いて気持ちよかっ

た」「豊かな時間を過ごすことがで

きた」といった声が聞かれた。

7月15日（金） 

お隣の大町市より、こまくさ幼稚

園の園児１４名が来館。ワークシー

トを手に、美術館探検ツアーに挑

戦した。「ようこそ！絵本水族館」

展では、魚を探し出すクイズで大

盛り上がり。正解がわかった後も

２回３回と挑戦する園児も。ちひ

ろの展示室では、絵本の原画を前

に、「これ読んだことある」と目を

輝かせ、作品に見入っていた。

7月26日（火） 

７月２７日から３日間松本市で行わ

れる国連軍縮会議にあわせ、松本

市美術館で平和祈念特別展が開催

される。当館も『戦火のなかの子

どもたち』などのピエゾグラフ作

品を出展。地元の高校生が描いた

国連軍縮会議パンフレットのため

の絵や、長崎の中学生がつくった

平和新聞、広島の被爆少女サダコ

さんの紹介パネルなども展示さ

れ、平和への願いが発信された。

8月7日（日） 

来年公開予定のちひろのドキュメ

ンタリー映画。今日は撮影隊が安

曇野へやってきた。ちひろの水彩

技法体験や美術館探検ツアーをサ

ポートしている中学生ボランティ

アの仕事ぶりを撮影。インタビュ

ーでは、中学生たちが緊張しなが

らも一言一言自分の言葉で答えて

くれた。今から完成が楽しみ。

荒れる海と人魚『赤い蝋燭と人魚』より

１９７３年
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●次回展示予定　3月1日（木）～5月8日（火）

〈展示室１〉ドキュメンタリー映画「いわさきちひろ」公開記念

いわさきちひろ展 タブローと絵本の領域を超え、美しいも

のを熱心に探求し続けた瀬川康男。本展

では、『ことばあそびうた』『ぼうし』な

どの代表的な絵本のほか、タブロー、資

料なども展示し、２０１０年に惜しまれつつ

７７歳で亡くなった瀬川の画業を紹介しま

す。

※東京館とは展示作品が一部異なります。

瀬川康男『ぼうし』（福音館書店）より　１９８７年

●おはなしの会

絵本の読み聞かせや素話を、

親子でお楽しみいただけます。

参加自由、入館料のみ。

毎月第２・４土曜日

１１：００～

●ギャラリートーク

展示室にて、作品の解説や展示の見どころ、絵

の楽しみ方などをお話しします。参加自由、入

館料のみ。

毎月第２・４土曜日

１４：００～ちひろ展／１４：３０～世界の絵本画家展

●〈新刊紹介〉　『母のまなざし　父のまなざし

いわさきちひろと香月泰男』

見ごたえのある豊富なカラー図版のほか、姜尚中、香月の長男・直樹、ちひろの

長男・猛など、寄稿多数。

いわさきちひろ・香月泰男／画　講談社／発行　２０１１年９月刊行予定

体裁：１７３×１７３ミリ、１６０ページ、オールカラー　価格：２０００円（税込）

●松本猛講演「母のまなざし　父のまなざし」

いわさきちひろの長男、松本猛による講演です。

○日　時：９月２４日（土）　１６：００～１７：００

○会　場：安曇野ちひろ美術館　多目的ギャラリー

○参加費：無料（入館料別、高校生以下は入館料無料）　 　　○定　員：９０名

○申し込み：ホームページ、電話、FAXにて講演担当まで。

●〈新商品紹介〉　2012年ちひろカレンダー

○大判カレンダー

平和と核兵器廃絶を願って制作されるカレンダーです。

販売価格：１４７０円（税込）

○ポストカードカレンダー

使用後は、切り取ってポストカードとして使用できる卓

上型カレンダーです。

販売価格：スタンド付き １８９０円（税込）／スタンドなし 

１２６０円（税込）

※展示タイトル、内容は変更になる場合があります。

〈展示室４〉〈企画展〉瀬川康男遺作展

東京館３５周年・安曇野館１５周年を記念し、ドキュ

メンタリー映画「いわさきちひろ」（監督　海南

友子）を２０１２年夏、公開する運びとなりました。

公開を前に、ちひろの人間像と画業の全貌を浮き

彫りにする記念展覧会、映画公開記念「いわさき

ちひろ」展を開催します。多目的ギャラリーでは、

「ピエゾグラフ作品によるわたしが選んだちひろ

展」も行います。 チューリップとあかちゃん　１９７１年

●スライドトーク

スライドを使って、わかりやすく展示のみどころをご紹介します。

○日　時：１０月１５日（土）　１４：００～

○会　場：安曇野ちひろ美術館　多目的ギャラリー

○参加費：無料（入館料別、高校生以下は入館料無料）　 ※参加自由

●冬期休館のお知らせ

２０１１年１２月１日～２０１２年２月末日まで、安曇野ちひろ美術館

は冬期休館させていただきます。２０１２年の開館は、３月１日

（木）からとなります。

●秋の夜長の安曇野寄席

恒例の安曇野寄席。秋の夜長のひとときを、落語でお楽しみ

ください。

○日　時：１０月１６日（日）　 開場１８：００、開演１８：３０

○出　演：遊興亭福し満・三遊亭時松ほか

○会　場：安曇野ちひろ美術館　多目的ギャラリー

○参加費：無料（ただし、館内を見学する場合は要入館料）

○定　員：８０名

○申し込み：ホームページ、電話、FAXにて寄席担当まで。

主催：安曇野ちひろ美術館、松川村社会福祉協議会

安曇野スタイル２０１１　１１月３日（木・祝）～１１月６日（日）

アート・自然・暮らしにふれる秋の安曇野ゆったり散策

安曇野の各工房、アトリエ、ギャラリー、飲食店、農家などで工房

公開や作品展示、特別メニューなど、さまざまなおもてなしをする

４日間です。

●安曇野スタイル2011「東北の手しごと」展

鉄瓶、漆器、刺繍や竹細工、手から手へ伝えられてきた東北

のものづくり。その手工芸が今、苦境に立たされています。

伝統を途絶えさせないことを願い、素朴だけれど美しい東北

の手仕事を紹介します。

○日　時：１１月３日（木・祝）

～１１月６日（日）

○会　場：安曇野ちひろ美術館

　多目的ギャラリー

○参加費：無料（入館料別、高

校生以下は入館料無料）

協力：暮らしのクラフト　ゆずりは

●原語で楽しむおはなしの会

于大武『十万本の矢』『空上の計』を中国語で楽しみます。

○日　時：１０月１日（土）　１４：００～１５：００

○会　場：安曇野ちひろ美術館展示室　※参加自由

詳細・最新情報はホームページからもご覧いただけます。　http://www.chihiro.jp/　TEL．０２６１－６２－０７７２　FAX ０２６１－６２－０７７４

安曇野ちひろ美術館　イベント予定　各イベントの予約・お問い合わせは、安曇野ちひろ美術館へ。
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